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き
蹴
と
ば
さ
れ
て
流
産
。
「
女
だ
っ
て
一
用
者
は
九
O
七
名
に
の
ぼ
る
。
(
大
人

人
間
な
ん
だ
、
と
い
う
叫
ぴ
が
い
つ
も
一
五
七
九
名
、
子
供
一
一
一
一
一
八
名
)
。
し
か

心
に
あ
っ
た
」
。
一
し
こ
こ
か
ら
聡
帥
制
し
て
自
立
し
た
人
は

長
女
の
入
闘
式
の
自
に
交
通
事
伎
に
二

O
M
m足
ら
ず
。
ほ
と
ん
ど
が
生
活
保

理
フ
。
少
し
前
に
中
絶
し
て
い
た
。
一
般
の
対
象
と
な
る
。
抗
戦
状
況
も
き
び

「ソ
1
ハ
し
て
な
か
っ
た
ら
も
っ
と
賠
一
し
い
。
住
込
就
職
に
な
る
。
祭
の
ま
か

償
金
が
取
れ
た
の
に
」
と
い
っ
た
夫
の
一
な
い
婦
や
旅
館
の
女
中
、
ゴ
ル
フ
場
の

言
葉
を
き
い
て
、
「
も
う
こ
れ
以
上
、
一
キ
ャ
デ
ィ
と
職
域
は
狭
い
。

乙
ん
な
考
え
の
男
と
は

一
緒
に
容
せ
な
一
き
び
し
い
現
実
に
直
面
す
る
。
ζ
う

い
。
治
療
に
通
い
な
が
ら
一
年
間
で
フ
一
し
た
事
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
ゲ
ス
ト

ク
ワ
1
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
資
格
を
取
る
。
一
の
中
島
通
子
弁
護
士
は
職
業
訓
練
校
で

「い
ざ
と
い
う
日
の
+
午
め
に
日
頃
か
ら

一技
能
を
修
得
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
だ

単
備
」
・
世
裕
厚
生
。
業
資
金
を
も
と

一
と
提
案
す
る
・
ま
た
体
験
者
の
報
告
に

「
け
斗

に
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
后
を
も
っ
。
一
は
福
祉
事
業
資
金
を
活
用
し
た
人
も
多

一
会

丘

経

済

的

自

立

を

し

て

か

ら

正

式

に

離

一

い

・

少

し

ず

つ

で

は

あ

る

が

、

基

的

一
の

一

婚

。

現

在

、

フ

D
lの
手
芸
家
と
し
て
一
条
件
も
女
の
自
立
へ
の
道
高
き
つ
つ

一

女

一

事

業

と

両

立

さ

せ

て

い

る

。

一

あ

る

。

し

か

し

、

女

の

自
立
は
、
喜

一
ト13
一

【
五

十

代

】

一

子

の

育

て

方

か

ら

考

え

な

お

さ

な

け

れ

一
る

一

一

一
一
〈

一

植

村

み

ち

さ

ん

円

保

険

会

社

勤

務

〉

一

ば

解

決

さ

れ

な

い

だ

ろ

う

。

一
す

一

一

一

十

一

等

見

喜

婚

。

霊

的

な

一

1
11
11

一

動

一

家

庭

で

き

酒

乱

。

結

婚

生

活
安
中

一

A
U喜
台
ど
こ
に
何
物

一

行

一

差

。

汲

初

の

子

P
芝

生

後
七
カ
月

二

将

一
が
君
、
何
時
ど
ん
な

「

い

し

で

亡

く

し

た

の

を

き

っ

か

け

に

豪

に

一

一

子

一
危
険
露
D
か
か
っ
て

帰
る
(
態
。
。
あ
と
で
怒
っ
た
乙
二

い

一
〈
る
か
予
測
が
つ
か
な

と
は
、
植
村
さ
ん
が
六
番
目
の
姿
だ
っ
二

Uリ
一
い
世
の
中
で
あ
る
。
も

た

こ

と

。

一

一

回

m，
一
と
も
と
万
物
は
流
動
し

終
戦
後
H
自
立
M

を
決
意
。
働
〈
な
一

f
卜
l
、
つ
つ
あ
る
も
の
で
、
ζ

ら
大
都
会
で
と
上
京
。
農
林
中
央
金
臨

一の
世
に
H

不
変
不
動
H

と
い
う
乙
と
は

に
就
職
す
る
。
娘
時
代
に
修
得
し
た
英
一
あ
り
得
な
い
の
だ
か
ら
、
い
ま
さ
ら
驚

文
タ
イ
プ
が
役
に
た
っ
た
。
一
〈
ほ
ど
の
こ
と
は
本
来
は
な
い
の
だ
が

湾
問
畑
・
専
業
主
婦
と
な
る
。
し
か
一
出
来
穆
が
箆
な
D
過
ぎ
る
。

レ
、
夫
一は
性
的
不
能
者
で
兄
妹
み
た
い
一
「
北
風
殺
人
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

…
遺
伝
一
八
す
ベ
え
ず
J
O
R
A
3
5フ
)

〉

一

と

い

を

警

官

立

へ

の

不

安

と

、

一

離

婚

窓

会

グ

ル

ー

プ

の

話

合

い

さ

整

を

わ

さ

、

次

が

み

つ

か

る

だ

ろ

な

関

係

の

夫

婦

だ

っ

た

。

夫

の

会

社

が

一

東

一

一

原

新

宿

の

マ

ン

シ

ョ

ン

で

東

京

女

子

で
の
集
い
に
は
主
財
、
独
身
の
男
女
、
一
ひ
と
D
で
生
き
て
ゆ
く
こ
と
へ
の
恐
怖
一
も
、
離
婚
を
決
意
し
た
と
き
の
H

制

神

一

円

イ

か

と

い

う

不

安

と

セ

ッ

ク

ス

の

関

倒

産

。

協

滋

雌

婚

す

る

合

一

+

一

一

成

)

一

医

大

生

が

死

に

、

男

友

迫

の

東

大

生

が

引
ワ
雌
婚
体
験
者
な
ど
約
七
十
人
が
参
加
。
一
心
が
あ
げ
b
れ
る
。
私
自
身
の
編
合
に
一
的
ζ
わ
さ
H

と
し
て
次
の
点
が
あ
げ
ら
一
題
。

H

愛
と
性
の
悩
み
Mm
が

深

刻

と

な

離

婚

後

、

第

一

生

命

に

人

社

。

保

険

一

虫

の

息

に

な

っ

て

発

見

さ

れ

た

。

乙

の

三
宮
テ
I
マ

の

「

離

婚

な

ん

て

こ

わ

く

な

い

一

は

経

済

的

に

自

立

し

て

い

た

の

で

憲

一

れ

た

と

報

告

。

一

る

・

委

員

と

な

る

。

寝

契

約

、

葉

保

一

=

一

月

の

出

来

む

と

で

あ

る

。

原

因

が

わ

-
私
は
こ

Eて
自
立
し
た
l
」

を

め

一

上

の

不

安

は

な

か

っ

た

。

し

か

し

、

離

一

(

一

)

体

制

か

ら

の

脱

落

。

裂

と

し

一

(

六

)

第

三

者

の

介

入

袋

詰

建

夫

妻

契

約

を

次

々

に

と

左

京

生

い

。

更

に

調

べ

て

霊

っ

き

ぐ
り
熱
っ
ぽ
い
雰
凶
気
に
つ
つ
ま
れ
た
一
婚
を
は
取
終
的
に
決
怠
す
る
ま
で
に
は
世

一
て
の
特
権
と
保
般
を
失
い
、
安
定
し
た
一
係
)
相
手

が

挙

福

に

な

る

こ

と

へ

の

〈

活

も

安

定

。

経

済

的

自

立

に

成

功

。

三

一

と

め

た

必

突

は

l
sマ
ン
シ
ョ
ン
・
の
栂

『

〔

孝

治

相

官

と
な
っ
た
。

一
間
百
や
職
業
へ
の
蓄
を
考
え
て
と
一
要
量
か
ら

一
人
の
は
だ
か
の
女
と
し

一

や

し

さ

や

章

。

土

谷

の

と

き

裂

の

伎

と

の

聞

の

男

一

造
に
欠
陥
が
あ
っ
て
「
雨
、
諸
君

噂

抑

止

%

主

語

、

俵

撃

さ

ん
が
雌
努
一
て
も
易
か
っ
た
。
時
計
の
撃
の
よ

一
て
社
会
に
さ
き
れ
る
不
安
。

一
い
っ
ぽ
う
男

の

側

は

ど

よ

。

男

の

子

を

も

う

げ

る

・

母

籾

に

書

写

伝

一

風

十

四

M
」
と
い
う
気
象
読
に
な
る

3

1

J

-

二

紛

糾
会
の
主
冒
と
活
動
経
過
を
著
し
た
一
う
に
燭
れ
る
を
=
一
年
間
迷
っ
た
。
た

一
合
一
)
女
の
価
値
を
H
も
ら
い
手
H

一
場
合
に
は
、
自

分

に

新

し

い

裂

が

生

っ

て

も

ら

い

第

一

線

で

雪

管

、
い
一
と
ダ
ク
ト
内
容
祭
逆
流
し
て
、
ガ

斤

一

ン

一

ι?}Zu--

あ
と
参
加
者
に
対
し
問
題
挺
起
。

一
と
え
ば
網
習
を
わ
き
に
は
、
別
れ
一
が
い
る

Eで
評
価
す
る
世
間
の
偏
見

一
ま
れ
離
婚
に
断
み
切
る
以
外
に
は
、
離

5
5
H

古

卓

志

現
役
喜
望
。
「
減
、
誠
実
一
ス
弱
器
不
完
全
燃
焼
し
て

H殺し

渇

一

ヨ

一

…

川

小

川

町

第
二
部
は
パ
呑
フ
l
六
人
の
体
験

一
毒
患
い
出
の
辛
さ
が
あ
る
。

一

へ

の

索

。

一

熔

を

求

め

る

ケ

i
ス
は
少
な
い
。
相
手

一
ム
。

銭

的

な

ケ

チ

に

な

り

、

車

分

与

や

慰

一る
。

・

一
絡
を
売
る
、
を
モ
ッ
ト
ー
に
仕
事
ち
一

F
一
酸
化
炭
素
単
品
る
と
い
う

一

ノ

一

怒

川

沿

談
。
童
話
離
婚
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
一
ア
ル
バ
ム
を
み
て
幸
福
だ
っ
た
日
々

一

(
=
一
〉
自
分
に
と
っ
て
は
結
婚
を
縦

一の
章

者

長

率

警

差

い

女

一

一

て

き

で

た

。

遣
の
供
撃
し
信
仰
一
の
で
あ
る
。
予
知
不
能
、
死
者
は
た
だ

人

E

輝
江
凶
器
搭
切
討
論一同い詩弓村山町
一訪日枯れは
誠
一
伝
説
抗
日
続
一
覚
悟
さ
え
決
ま
れ
ば
一
区
べ
い
持
続
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本紙は女性に よる平和

と平等を鍋進します
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全
国
婦
人
新
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日一
体
一織
を
一波
…資
一帯
一台
…紅
一一一……

=
離
叩
畑
が
婚
え
て
い
る
。
制
度
と
し
て
の
結
婚
観
が
社
会
狭
序
の
桜
底
に
あ
る
わ
が
国
で
は
雌
婚
に
対
す
る
世
間
の
偏
見
と
差
別
は
桜
強
い
。
=
一
O
就
か

=
ら
五
九
歳
ま
で
の
人
口
の
九
O叫
m
v
h
u
く
が
結
婚
し
て
い
る
と
い
う
き
わ
め
て
結
婚
都
の
高
い
日
本
で
は
、
離
婚
し
た
人
聞
を
体
制
か
ら
の
脱
古
田
者
と
み
な

=
す
傾
向
が
あ
る
。
ζ
p
レ
た
祉
会
通
念
か
島
離
婚
は
こ
わ
い
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
偏
凡
を
来
b
と
え
て
精
神
的
な
自
立
を
試
み
て

=
も
、
役
割
分
業
社
会
の
中
で
H
妥
の
座
H

に
い
た
女
た
ち
の
経
済
的
自
立
は
さ
ら
九
困
難
だ
。
破
た
ん
し
た
結
婚
生
活
か
ら
精
神
的
、
経
済
的
に
自
立
し

=
て
生
き
る
道
は
ど
己
た
ら
闘
け
る
か
。
面
際
婦
人
年
を
き
っ
か
け
に
し
て
舗
を
起
す
女
た
ち
の
き
の
離
婚
分
雲
十
一
月
定
例
会
の
集
い
か
ら

=
ζ
の
問
題
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
た
。

明ヘ:if;-g

だ

弘和主

(第三種郵便物認可〉

不
安
に
揺
れ
る
心

{厨筑M凶年T月30四局何)

俵
茄
子
さ
ん
が
問
題
提
起

国倉E(月曜日〉昭 和 53年ユユ月208〈ユj

右から3人目俵蘭子さん左から
パネラーの浅野、関口、須藤、梅村さん
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ます。そして11まいは、そのタームて‘な火を:'1~:I) ， m人!1を水'11(こっくります二

⑥芸君JR暫磨
に、天井には換気!日の穴があり、

1.5メートノレ問}Jのワンルームは、

まさに快i盛iな-1li;が家です。

せきJl:められた川やmの貞.ん中に
っくります。木の枝を組み合わせ、

J)':には枯葉、小枝、木くて本の皮、

もし、 ji1が il~ヵ・ったり、水量がたらない

ときは、まずタ守ムを築き、住まL、にふ

さわしい環境づくりから始めま丸

水に浮かんだワンFレーム。
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(2 ) 

年
金
是
正
な
ど
訴
え

大

会

決

議

刑
事
り
れ
て
い
る
白
だ
か
ら
、
事
問
福

祉
年
金
と
し
て
語
草
め
生
霊
を

閉
じ
ず
ほ
し
い
.

本
亡
人
国
庫
酎
嘩
A
q
A

も
ポ
ラ
一
ン
テ
ィ

王
国
間
白
遣
を
聞
〈
な
ど
、
お
互
い
助

け
合
っ
て
「
曙
太
田
敵
」
で
あ
る
孤
独

を
克
伊
レ
ょ
う
・

一
、
喜
岡
田
町
業
促
進

大
告
は
以
上
自
由
合
い
白
描
哩
蚕
匝

て
母
出
口
上
っ
て
宕
た
問
固
に
基
い
て
、

R
D快
晴
を
H

い
な
い
、
己
れ
を
政
府
や

国
会
な
μ函
謀
植
樹
に
伝
え
協
力
を
輩

出
た
。

書
加
者
は
約
千
百
人
.
開
会
式
に
引
-
定
、
腫
っ
子
封
聞
と
嗣
広
い
間
盟
副
閣

眠
い
て
E
F
生
省
剛
白
あ
い
さ
つ
が
あ
豆
一
い
が
あ
っ
た
.

掴
開
制
大
勘
担
控

・
林
千
代
民
白
同
金

一

大
阪
府
柏
肱
市
、
安
井
八
R
子
さ
ん

で
パ
ネ
ル
酎
蹄
「
母
子
福
祉
白
己
れ
か

一一曜、

大
阪
府
母
子
福
祉
組
合
会
白
共
体

ら
」
が
持
た
れ
た
.

一
的
な
情
動
ぶ
り
を
報
告
.
特
に
豆
=
一
年

広
島
県
阻
卓
市
、
青
山
密
エ
T

さ
ん
か

一
度
か
ら
揖
必
曹
白
厚
躍
で
「
母
芋
軍
暗

b
、
住
宅
間
胆
か
'
且
刷
用
促
通
桂
白
制

一
惇
笠
資
金
」
白
制
度
が
出
来
た
。
こ
れ

-
時
十
八
揖
の
庭
生
目
を
迎
え
た
時
点
で

一
年
命
的
説
手
当
が
打
町

b
れ
る
も
r上町
、

一
い
ち
ば
ん
桂
R
D必
曹
な
時
期
に
困
る

一だ
ろ
っ
と
目
配
慮
か
ら
車
到
し
た
も
の

一で
、
高
校
三
年
申
官
月
額
二
千
円
、
亘一一

十
名
に
賢
付
し
五
ほ
れ
士
な
ど
、
他

府
県
白
睡
で
も
が
開
必
を
持
っ
て
い
る

聞
胆
を
囚
上
げ
ず
来
唖
を
呼
ん
だ
@

樹
恒
市
母
子
相
酷
画
白
岡
田
弘
子
さ

ん
は
蕩
酬
を
骨
叫
眠
に
匝
映
さ
ぜ
る
の
に

は
い
か
に
す
べ
脅
か
に
つ
い
デ
伝
腕
的

に
力
脱
し
た
.

県
虫
歯
、
厚
生
省
出
薗
雇
庇
局
、
年

生
局
、
開
酌
宙
開
人
世
半
局
、
大
閣
官

事
面
腐
な
ど
聞
係
各
省
庁
白
担
当
官
を

助
君
者
に
、
「
母
子

・
耳
輔
自
単
ぜ
な

生
さ
お
を
草
め
る
白
に
は
」
ど
ん
な
剛

5R-0 1 ￥5.000 
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千
人
を
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参
会
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で
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気
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奪
一
ヨ
で
草
書
て
る
、
い
や
一
反
隈
喜

4
2、
士
用
十
四
日
、

生
士
宮
主
行
〈
だ
け
で
も
嘗
易
な
巴
と
で
一
東
京
都
千
代
田
尻
恒
ゲ
関
白
社
会
事
輩

は
な
い
.
住
宅
、
葉
、
警
と
問
由
一
審

-
A保
理
主
薗
未
亡
人
壊

は
山
欄
し
て
い
る
。
高
調
会
主
溝
、
厚
生
省
、
骨
働
省
、

そ

FPυ
た
母
子
軍
居
申
書
酬
の
か
か

一
全
国
間
祉
出
盟
会
惜
置
で
「
全
国
母

え
る
聞
圃
を
金
闘
か
b
持
ち
寄
っ
ず
蕗
一
平
寡
聞
栂
祉
研
究
大
会
」
が
開
か
れ

し
合
い
、
手
白
結
果
を
雌
柚
・
粁
般
に
一
た
.

50-VP V 
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パネルデイスカション鼎心に

定
.
師
世
に
持
ち
込
事
れ
た
.
回
静
的

に
は
園
高
世

a帽F
3
8
も
ハ
ム
庖
毒

由
晴
棋
を
買
持
.
間
費
有
個
人
や
梢
貧

軒
切
障
に
小
盟
申
立
白
資
格
は
な
い
と

判
世
出
下
っ
た
も
自
の
H

間
判
'
に
よ

る
梢
担
8
白
曜
利
申
瞳
立
へ
白
連
動
聾

輯
は
社
会
的
に
も
大
き
く
評
価
さ
れ

た
.現
判
に
持
ち
E
ん
だ
倒
で
は
副
在
時

か
な
か
わ
生
協
白
組
合
同
田
名
が
眠
告

と
な
っ

τ田
南
西
揖
に
蝿
師
.
山
田
禁
法

お
畏
に
惑
す
〈
泊
世
陪
慣
開
事
で
争
っ

て
い
る
.

ζ

白
師
世
に
は
弱
年
に
制
定
さ
れ
た

買
南
部
梢
費
生
活
条
例
で
き
め

b
れ
た

訴
酷
担
助
を
利
用
し
、
輯
判
活
動
申
中

で
情
曲
賞
者
辞
酷
を
や
D
や
す
〈
し
、
間

費
者
白
書
を
予
防
、
世
勘
吉
翁
鹿

な
ひ
ろ
が
り
を
み
ぜ
て
い
る
.

な
か
で
も
安
全
性
を
迫
草
す
る
連
動

は
ま
唱
な
柱
と
な
っ
て
い
る
.
例
え

ば
、
摩
生
省
白
石
拙
た
ん
白
白
安
全
性

へ
白
田
闘
で
は
製
品
化
へ
闇
P
あ
を
.

ま
た
、

P
C
B、
水
組
問
馳
で
柑
れ

t

掃
や
問
を
と
り
も
ど
す
理
酌
、
合
同
韓

国
軒
A
F
2
白
全
国
軍
比
へ
向
け
て
白

ボ
イ
コ
ッ
ト
理
動
な
ど
@
高
ガ
ン
性
、

間
震
予
へ
白
臨
暗
が
あ
る
台
風
甘
味
料

サ
ッ
カ
リ
ン
組
制
蝿
語
民
対
白
圃
聞
に

は
剖
岡
田
悼
也
パ
ワ
ー
が
組
持
さ
れ
て
い

る
.新
耐
市
白
よ
水
道
へ
白
フ
ッ
需
酔
加

阻
止
、
フ
ッ
揮
洗
U
反
対
に
闘
を
蝿
し

た

H
7
ッ
罵
か
ら
チ
ど
も
を
U
J

る
辿
勘

は
、
宝
出
事
市
白
斑
状
圃
祖
園
者
白
金
や

フ
ッ
里
に
反
対
す
る
芋
者
、
医
師
な
ど

専
門
寧
白
闘
力
に
よ
っ
て
，
田
原
な
曲

を
つ
〈
る
全
国
巡
崎
会
a
を
耐
凪
.
酷

9
回
I
O
C
U
〔
凶
臨
間
賀
行
極
構
)

世
岬
式
会
へ
共
同
揖
揮
し
帽
外
白
間
品
目

省
グ
ル
ー
プ
》
E
手
を
栢
び
合
う
新
し

い
方
向
を
揖
副
さ
せ
て
い
る
.

【
運

動

は

世

婦 人新聞

事15i
連¥i
30 
年|?と1
の

ElF 

下

界
を
結
ぷ
】

柏
也
、
軍
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
歯
科

安
全
性
な
ど
梢
世
名
理
酬
が
配
b
d上
げ

て
い
る
聞
屈
は
掛
在
壱
は
固
内
だ
廿
で

は
解
釈
レ
に
く
い
状
出
に
あ
る
。
そ
己

か
ら
、
世
桝
各
国
昭
柄
拘
同
一
省
団
体
刑
手

を
描
び
有
闘
を
叫
に
す
る
己
と
で
生
活

を
守
っ
T
ゆ
己
-
コ
と
い
う
輔
が
広
が
っ

て
き
て
い
る
.

三
十
年
前
に
揖
跡
白
盟
る
頭
車
で
不

良
品
マ
ッ
チ
泊
聴
か
ら
生
ま
れ
た
主
財

辿
も
、
い
ま
申
I
O
C
U
《
回
開
間
賞

者
欄
柵
)
に
加
盟
〈
一
九
六
三
年
か

ら
)
、
ス
ェ

l
T
Y
D同
部
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
で
酬
嬰
C
れ
た
閉
七
同
輯
告
で

は
、
主
師
連
事
じ
て
「
同
地
制
眉
間

止
」
を
挺
揺
し
柑
揖
}
致
で
匝
割
に
刷

白
人
れ
b
れ
る
な
P
臼
際
的
な
辿
劃
白

巡
帯
白
中
古
着
警
L
出
担
を
あ
げ
て
い

る。

5PR5R ￥8.000 
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門
消

費

者

の

権

利

確
立
へ
の
運
動
】

消
費
者
の
権
利
を
う
た
う

園
近
、
問
買
者

D
N軍
国
申
立
a

，
祖
古
希
敢
闘
M

H

情
報
賓
醜
M

な
ど

白
間
園
が
亜
現
制
さ
れ
て
い
る
が
主
師

連
は
型
金
、
デ
モ
、
堅
田
な
ど
白
品
川
政

白
曜
か
に
も
輯
判
に
よ
っ
て
梢
揖
宥
白

掴
利
を
確
立
す
る
運
闘
に
?
か
昼
寝
』
し
た
事
等
、
主
出
は
不
当
景
品
開

組
ん
で
い
る
.

一
及
。
不
当
富
市
肪
比
法
に
白
っ
と
っ
て

「
梢
費
者
四
掴
利
融
判
」
(
ジ
ュ

l
一
梢
担
者
運
動
史
拍
め
て
白
「
不
盟
申

ス
揖
判
こ
で
は

一
立
」
(
昭
和
岨
年
4
月
}
芋
νた
が
、

公
取
委
が
固
定
し
た
禅
庁
航
棋
な
ど

一
品
川
昭
番
目
響
棋
は
不
服
申
立
者
で
あ
る

白
公
正
闘
争
割
前
に
、
輔
蝿
汁
肱
制
は

一
主
師
連
〔
団
体
)
も
奥
む
め
お
(
個

「
輔
副
汁
」
里
示
か
す
る
ト
胃
J

に
M
W
章

一人
V

に
も
不
服
申
立
の
費
時
な
し
と
開

国

安
全
性
を
主
要
な
柱
と
し

争
中
白
「
ヤ
ミ
カ
ル
テ
ル
灯
油
既
刊
」

が
あ
る
.
拍
手
耽
白
石
抽
パ
ニ
ッ
ク
鞠

一

一

一

【

ひ

ろ

が

る

軍
足
白
血
因
が
右
柚
望
者
白
描
詰
な
カ

一

ル
テ
ル
に
あ
っ
た
ζ

と
が
公
取
番
目
調

一

消

費

者

運

動

】

菜
、
判
明
.
石
拙
耳
哩
辺
社
巾
6
社
が
一
今
一
国
間
賞
者
凶
体
理
路
告
や
梢
招
者

公
取
番
目
勧
告
を
hu
語
、
車
問
障
が
陣
定

一六
団
陣
白
名
古
閑
費
者
パ
ワ
ー
を
結
聾

し
た
こ
シ
あ
b
主
鯛
辿
由
吉
岡
田
名
と
一
し
、
主
即
迎
白
仲
間
同
量
動
由
軸
は
穴
き

づ
〈
机
J

を
躍
進
し
て
い
る
.

措
事
提
議
詰
器
喧喧
器
控
芯
謡
史哩
詩
話
器
詰
駐
日
提
詩
器
詰
器

SS詩
語
詰
謹
言
語
話
器
世
誕
百母
語
謡
詫
昌
也
容
器
提
諾
言

書

誌
器
詰
言

語
話
器
詰

s
ss
sS
誼
容
器
毘
古
里
謡
謡
選

ESSSS
書
提
唱
語
草
也堤
富

S
S
S誼
蕊
器
芯
彊
喧
器

S
SS
S詰
世
話

ssg器
話
器
時
匝
凶
重
器
障
誌
、
hss器
詰
容
量

SS選
、

援

護

盟

国

豊

富

翻

鴎

醤

図

書

搭

歯

菌

車

庫

鹿

島

歯

車

陸

自

一

升

震

が

盟

主

主

的

に

さ

一

世

代

が

憲

誌

を

決

る

な
い
.
i

県、

4
3
E
Z闘し
て
や
て
い
る

4電
車

田

仕

事

と

し

感
潮
団
団
綱
簿
期
限
闘
臨
頃
必
間
関
郡
司

a輔
臨
調
書
覗
嘩
閤

a撞
a畠
=

十

代

、
四
十
代
田
中
年
聞
に
、
雲
間

一
年
齢
閉
に
み
る
と
「
国
相
対
」
と
員

ptL六八
回
)
と
い

ZJえ
万

は

て

「

観

客

禁

家

君
在
事
」

宥
H

込
品
川
師
一
4一
=-L語一一品
一抑制供一訪日
γ
毎
日
何
日
明
言
訪
日
当
日
日
訪
れ
町
民
主
一
立
訟
は
説
明

間

語

審

菌

感

麗

麗

踊

盟

理

留

盟

盟

園

田

瞳

麗

瞳

動

車

瞳

甑

畠

配

置

甑

酷

=
ん
ど
電
化
し
て
い
な
い
宮
、

己

績

か

」
非
同
ず
ね
た
栢
果
、

4勲
、
書
な
る
ほ
ど
「
悶
絶
対
」
白
置
が
童
九
%
)
と
い
う
人
吉
田
五
年
間
で
さ
皇
室
車
工
会
捕
っ
て
い
る

=

白

押

菜

、
あ
る
.

M

M

名
字
星
め
て
、
夫
白
ほ
う
白
名
字

書

由

、
車
い
阿
で
は
そ
れ
が

「
国
主

b
仁
ふ
え
、
霊
毛
と
い
う
人
を
よ
か
、

李

陸
自
主
五
揖
以
ヒ
白
見
性
で

ロ
本
人
由
意
融
面
白
宜
出
聖
母
掴
L
岨
陣
し
よ
う
円
高
な
ど
日
本
人
目
も
自
由
考
え
h
や
唱
さ
方
に
大
=
担
割
卦
桐
型
が
大
幅
に
掴
世
し
、
軍
を
科
目
る
べ
き
だ
'
(
男
絶
対
U

が

四

平

等

」

と

柑

詰

問

す

る

。

回

っ

た

。

は

、
逆
に
仕
事
を
血
判
す
る
人
が
お
え

と、

N
H
K
慈
歪
踊
間
延
附
で
は
、
五
年
巴
と
に
き
な
竪
圏
を
与
え
る
壱
き
と
と
か
聞
い
だ
。
そ
れ
を
=
躍
中
心
哨
と
夫
明
日
立
型
が
み
え
た
ニ
同
師
、
，
現
状
で
は
、
努
ドJ
名
字
を
改
し
か
し
、
よ
り
証
一
目
さ
れ
る
と
と
は

'ν
か
し
、
己
申

42ι
宇
盛
事
向
が
て
い
る
白
が
国
立
つ
.

「
日
本
人
の
置
融
調
査
」
薬
臨
し
て
お
D
、
己
白
草
に
、
ど
ん
な
点
が
置

b
q
ど
ん
な
点
が
寵
b

z
十
代
後
半
〔
二
千
二
九
隅
)
白
人
に
め
て
、
完
白
名
字
喜
由
っ
た
万
が
よ
加
齢
や
蒔
君
臨
時
を
空
け
る
こ
と
が
噛
ま
っ

E、
女
白
子
よ
D
回
目
子
E

出
刑
務
は
、
神
や
仏
を
伺
じ
る
人
は

ほ

長

年

農

薬

害

れ

た

。

な

か

っ

た

か

、

ま

量

産

向

岨

E
E
Pに
し
=
し
ぼ
っ
て
五
手
前
(
一
一

o
i
一
臨
時

r
箆
圃

3
削
二
七
回
、

N
議

ほ

と

ん

長

〈

、

苦

誇

っ

た

世

代

告

示

教

育

Z
E
Zべ
毒

者

Z
E
-暗
に
ふ
え
、
特
に
品

マ
百
年
に
か
廿
て
は
、
石
仙
シ
ョ
ッ
ク
、
旺
商
て
い
る
。
=
)
と
比
べ
て
み
る
と
、
「
世
界
犯
は
同
じ
名
宇
を
名
目
る
べ
き
だ
が
ど
る
で
こ
霊
拍
車
注
さ
れ
る
と
と
で
あ
と
い

ZPえ
の
人
世
白
星
五
回
、

い
入
車
、
官
、
「
画
家
臨
・
入
眠

不

師

、

ベ

ト

ナ

ム

耽

争

白

耕

結

、

ロ

ッ

キ

ー

ド

事

件

=

E

z
--===Ez--一
一喜
一
=
=
E
z
=
三
三
三
三
一
三
一
-
=
=
-
=
=
=
=
=
=
三
Z
E
E
-
z
Z
E
Z
E
E
-
=
-
z
-
=
E
E
三
=
=
=
E
Z
E
-
-
-
=
E
z
--
E=一=EE---
一
三
合
格
な
ど
の
祈
願
」
「
お
守
b
、
お
ふ

詑一九一一一一い龍一翌日開問諮問一引い

家
庭
で
は
女
権
伸
長

器
指
定

例
J

を
す
る
己
と
白
川
正
非
そ
が
f
bて
い
択
に
、
結
期
し
主
詮
が
仕
事
を
時
宜
専
剖
を
上
匝
る
よ
フ
に
な
っ
た
。

-
J

木
曲
が
低
宇
し
、
生
活
白
副
状
に
醐
足

リ
ピ
一
時
間
町
材
料
訪
日
持
長
引
日
刊
誌
長
持
刊
誌
誌

社
会
は
ま
だ
強
い
グ男
中
、
b

MMM
詰ド前十時

・
一
回
(

百
年
=
一八
・
O
忽

、
夫

ど
も
が
で
き
る
章
、
は
、
霊
を
持
つ
定
ず
る
意
見
は
、
か
つ
て
ム
典
官
国

ノ

』

一

-

-

E

司

E

・
4
4

位
白
高
ま
り
吐
換
し
て
か
「
日
本
は

一
開
は
五
い
に
助
け
合
う
三
毛
白
だ
か
て
い
や向
は
う
か
E
い
」
と
い
'
品
開
催
在
で
笛
歪
に
世
世
間
に
転
暫
し
、
描
-
-
E
E
-
-
E
z
-
-
a
i
z
-
-
一
一
一
Z
E
-
--z一=-一
一
E
z
-
-=-一三一
=
-==一
一
=
=
=
三
三
一
一
=
=
=
一三
一一三一塁一-
Ez---==一=-=5
=
=
=
=
=
=
三
三
三
主
主
主
=
z
-
E
z
-
-
蹴
国
さ
と
対
外
的
世
魁
唖
が
曲
ま

E出
展
す
べ
き
だ
と
吉
え
た
人
が
主
九
先
型
が
も

Z
E多
い
点
は
E
ゎ
'
Pな

晒

し

妄

性
い
が
仕
事
を
も
っ
己
と
は
型
」
器
売
年
一
回
中
N
す
百
年
二
九
出
ら
が
名
牢
垂
直
め
て
も
よ
い

Ha宜
る

.

今

回

E
六
彰
、
値
枯
と
し
ず
人
摘
す
レ
っ
て
い
る
.

約

一・
六
回
九
年
E
五
・
=
包
で
、
輯
い
が
言
明
同
年
四
ニ
拓
4
百
年
四

一

亘

tい
」
〈
膏
持
優
先
聖
十
両
立
女
性
情
年
四
四
千
河
年
三
四
回
、
「
平
噂
〉
二
四
回
、
N
わ
さ

台

三

方

に

世

代

白

書

で

「

男

絶

対

」

喜

々

て

い

な

い

.

政

情

害

時

世

柚

盟

問

眠

、
有

一
揖
ち
客
P
京
性一は

d
躍
を
す
き
と

M問
、
回
世
四
O
M同1
4
四
一
封
、
主
性
四
型
、
関
空
会
一
師
、
女
性
七
一
回
)
と
軍
暗
中
心
型
」
閉
竺
六
M
m
4
一ニ
O
合
わ
せ
る
必
掛
は
な
く
尭
と
聾
は
別
に
拙
少
し
て
い
〈
E
と
は
4

容
d

れ
る
名
宇
白
つ
け
方
に
し
晶
、
教
育
白
間
助
一世
唖
賞
、
行
動
白
い
ず
れ
白
側
面

号
一

に
軍
手
べ
き
だ
a
と

い

う

ま

白

人

安

占

互

、
男
女
と
も
「
桔
掴

い

う

ま

笑

君

占

め

る
よ
う
に
な
師
、
喜

一

O
千
-
一
一
師
、

「
尭
唱
々
白
名
宇
田
ま
宅
よ
い
e

(
皇

内

刑

、
現
在
白
一
千
一
九
慢
は
そ
白
閣
に
し
ろ
、
対
社
会
と
白
標
語
い
か
ら
&
て
も、

若
い
人
た
ち
寝
泊

マ
一

信
完
全
に
伊
擦
に
な
っ
た
。
し
た
ら
寵
障
を
守
る
こ
と
に
草
し
た
っ
て
昔
、
そ
白
世
置
の
程
度
笠
室
開
陥
雲
母
親
は
世
一
割
君
。

tて
、
忍
三
一
回
と
な
っ
て
い
る
.
串
主
正
+
附
白
同
年
眉
よ
D
増
大
し
て
間
E
で
あ
る
.
き

モ

一は
品
問
，
開
巾
な
刷
心

E
Z淘
立
ち
、
霊
童

4
一
塁
一
十
年
代
世
半
雇
用
府
「
冊
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う
霊
重
罪
に
主
患
を
あ
る
島
析
し
て
い
る

p

あ
b
字
)
国
世
-
一

一
回
土
一
O

盟

上

で
は
、
ど
ち
ら
白
名
字
喜
昔
、
必

ず

レ

車

襲

名

田

〈

か

心

ら

考

え

方

程

抽

〈

噛

る

.

海
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な
る
恒
ど
な
る
ほ
ど
7

胃
腸
に
メ
毛
吾
と
っ
て

立

掃

な

持

品

で

す

担

い
い
も
の
い
ま
す
ぐ
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国

年齢 より
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国号
!ル会!

「
人
生
わ
ず
か
五
十
年
」
は
も
う
過
去
。
男
性
七
ニ

・
六
九
才
、
女
性
七

七
・
九
五
オ
(
ぶ
年
厚
生
省
揖
表
)
と
平
均
舟
曲
が
車
通
は
位
。
長
野
固

に
な
っ
た
.
当
用
老
世
田
喧
き
万
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ず

adて
い
る

車
耐
・
克
直
区
で
は
『
老
世
と
時
間
』
広
輯
点
を
あ
て
、
手
か
び
上
る
拍

問
題
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
ユ

-
7
bな
間
貸
生
活
且
を

開
阻
し
た
。
去
る
十
四
日
か
ら
主
日
問
、
交
閉
民
民
セ
ン
タ
ー
白
虫
掛
は

主
聞
や
チ
供
、
初
老
の
お
ば
あ
ち
ぞ
ま
な
P
哲
理一
自
に
ぎ
わ
っ
た
。

j.帯^来斤目宵

t 

壬き?

" 

(月曜目)

-幡

昭和53年エエ月20目

主r

TOSHIBA， 
-一一明白をつえる妓術の東芝時一一

1" l<t 

4 

?うずで厘

喝γ

画

意志

原
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路合せ

LR-N2 ￥3.000 
サントリーワイノンヤトーり才ン(赤・自}
特製コルクスクリューっき
箇合せ

50-MR ￥3.00ロ
ザントリ オールド

ポルトガルワインマテつスロセキ組
宮古合せ

5P・01 ￥3.000
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VP-NI ￥3.200 
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結合せ

5P-CI ￥3.500 
ザントリーリザーブ
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5P-MR ￥4，500 
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ずJレトガルワインマテウス。ロゼ
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こうL、う時代だ「からでしょうか。

時余裕'J!:r豊かあのj芋i酉に、今年のギフトの人気集中。

せっかく同じ感謝を伝えるのなら、

喜ばれるに違いないものを贈りましょう。

50-02ν4.800 
サントリーオルド"依
話会せ

50-N 1 'i 2.500 
ザンt-1J-才ールド

オールトファッショ刈グラス2コっき
防合せ

東
芝
ク
レ
ジ
ッ
ト

こ
の
看
板
の
ho
唐
で

お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
.
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(4) 

暖房ば効果を考え
コフは熱を逃さぬこと

若

い

マ

向

き

値
段
も
造
り
も
'‘'"・4惨c>・・・-c:

の
笑
商
家
-
、
動
き
を
、
フ
ィ
ル
ム
に
収

め
て
置
き
た
い
と
思
う
の
は
人
情
。
そ

の
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
艇
生
世
帯
は
年

間
七
五
万
世
帯
と
い
わ
れ
る
が
「
す
く

す
く
セ
ッ
ト
」
は
そ
の
希
望
に
応
え
よ

う
と
企
画
さ
れ
た
。

8
A
Y
カ
メ
ラ
(
フ
ジ
カ
シ
ン
グ
ル
l

8
P
2
)
と
映
写
機
(
フ
ジ
カ
ス
コ
l

-
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
も
ω
1
m
u
m

一は
減
ら
せ
る
。

ζ
れ
か
ら
、
新
築
・
増

一改
築
さ
れ
る
場
合
は
ぜ
ひ
断
熱
材
の
採

一
周
を
。

一一
効
果
的
な
カ
ー
テ
ン
や
力
|
ぺ
γ
卜一凶

一-
'

4

a

h

一

宮
士
写
其
フ
ィ
ル
ム
株
式
会
社
が
新

一

部
屋
あ
ら
出
入
す
る
熱
の
飯
も
大
き
一
し
く
売
り
出
し
た

「
フ
ジ
カ
シ
ン
グ
ル

一
い
の
が
ガ
ラ
ス
怒
。
あ
る
実
験
に
よ
る

一
1
8
t
す
く
す
く
セ
ッ
ト
」

、
若
い
マ

一と、

プ
レ
ハ
ザ
在
宅
で
冬
の
期
間
室
温

一

一
を
m度
C
と
し
て
カ
1
テ
ソ
を
使
っ
た
一

一湯
合
と
使
わ
な
い
時
と
で
は
ロ
・
7Mm
一

一
1
m
・
7%
も
、
さ
ら
に
、
ヵ
lベ
ッ

一

一
ト
や
蜜
布
を
併
用
す
る
と
幻

・
7%

1
一

一
m
・
7M
m
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
節
約
で
き
一

一た
と
の
乙
と
で
あ
る
。
厚
手
の
カ
1
テ

一ン
を
床
ま
で
下
げ
、
ひ
だ
を
た
っ
ぷ
り

一と
る
と
保
温
効
果
が
そ
れ
だ
け
で
も
途

一
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
床
に
も
カ
ー
ペ
ッ

ト
を
敷
い
て
、
熱
が
下
へ
逃
げ
な
い
よ

う
に
す
る
乙
と
も
忘
れ
芝
ヘ

洲
一
聞

い
叩
湖

、
本
川
町本

砂

押

防

盟
尉

-・同'"・‘・・‘=>・・・・.

てず

C 
0 . 
、.“. -. 

0 . 
o . . 

0 

-• '. . 。

1Jーテンなどき取り
つけましょク.

マ
さ
ん
た
ち
を
中
心
に
好
調
な
売
れ
行

き
を
見
せ
て
い
る
。

初
め
て
赤
ち
ゃ
ん
を
持
っ
た
ら
、
そ

〈月曜日〉

セット

月明、

p:品

昭和.53*ュユ月2白目

すくすく|フジカシングル-8

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1
e
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乙
の
道
は
い
つ
か
米
た
迫

あ
あ
そ
う
だ
よ

ア
カ
シ
ヤ
の
悩
が
咲
い
て
る
・
.. 

ま
だ
子
供
だ
っ
た
崎
、
こ
の
散
を
う

た
い
な
が
ら
歩
い
た
均
の
胤
u
買
が
ま
ぶ

た
の
裂
に
伊
ぷ
。
空
の
筒
さ
、
野
川
の

み
と
D
、
道
制
に
吠
い
て
い
た
小
さ
な

砲
。
そ
の
時
の
倍
前
や
川
凪
い
州
も
一
緒

心
に
し
み
る
軟
に
ま
つ
わ
る
叡
々
の

プ
M
げ
〉
が
セ
ッ
ト
で
五
五
、
六
O
O

九
月
一

O
自
の
皿
拍
車
ん
で
、
富
士
フ
ィ

一の
撃
だ
。

円
と
、

お
値
段
が
手
色
ろ
な
乙
と
に
加
ル
ム
で
は
明
治
乳
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し一

値
段

b
宇
と
ろ
で
品
物
が
宮
盛
な
の

え
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
投
押
す
だ
け
で
良
て
、
そ
の
日
に
誕
生
し
た
赤
ち
平
ん
に
一
が
ラ
ビ
ッ
ト
守
フ
ム
・
ラ
ビ
ッ
ト
は
、

〈
写
D
、
ピ
ン
ト
合
せ
も
不
裂
な
経
量
『
す
く
す
く
セ
ッ
ト
』
を
無
料
で
贈
呈

一
毛
が
後
け
や
す
い
と
い
わ
れ
る
が
、
乙

コ
ン
パ
ク
ト
な
っ
く
D
に
な
っ
て
い
る
ず
る
と
発
表
し
た
。

一
れ
は
銀
け
る
の
で
は
な
く
、
毛
の
中
央

の
が
、
複
雑
な
高
級
機
を
後
い
な
れ
な
一
日
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
数
は
一
部
が
細
く
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
が
折
れ

い
若
い
母
親
に
喜
ば
れ
て
い
る
よ
う
四
円
6
0
3五
onδ
人
と
い
わ
れ
る
一
る
と
い
う
の
が
真
相
@
だ
か
ら
、
そ
の

だ

。

が

、

応

募

は

ニ

0
0
0人
強
と
踏
ん
で
一
部
分
を
カ
ッ
ト
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
、

い

た

。

一

最

近

は

大

部

分

が

カ

ッ

ト

さ

れ

て

い

て

当
日
は
白
地
目
、
乙
ん
な
時
、
産
院

一
見
た
白
に
も
復
華
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ら

で
は
出
産
自
字
予
ら
す
処
艦
を
と
る

一六
1
七
万
く
ら
い
。
一
方
、
ラ
ム
は
、

ケ
l
ス
が
普
通
な
の
で
「
も
し
か
す
る
一
種
類
と
し
て
は
約
二
十
種
ほ
ど
日
本
に

吐

と
申
込
み
は
も
っ
と
少
い
か
も
」
危
一
極
回
っ
て
昔
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
ニ

』

C

配
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
結
果
は
逆
一
十
方
、
コ
ー
ト
で
三
十
万
ほ
ど
。

νい

で
、
な
ん
と
三
九
四
四
人
も
の
開
込
占
こ
そ
の
他
に
は
、
ォ
ポ
ッ
サ
ム
(
フ
ク

闘
闘
闘
咽
図
画
圃

4
ft

と
な
っ
た
。

一
ロ
永
ズ
ミ
じ
、
一
フ
ク
l
ン
門
ア
ラ
イ
グ

綱
引
H圃
株

う
れ
し
い
驚
と
い

2
乙
ろ
だ
が

一
三
、

マ
1
モ
ッ
ト
す
ス
号
、
コ

μ
u
a晦
ム

乙

の

P
R
も
き
い
た
の
か
、
い
ま
や
生

一
D
Yス
キ
l
〔
テ
ど
な
と
が
あ
D
、

m
J
a醐
仏

産

が

注

文
に
追
い
ヲ
か
な
い
状
態
と
あ
一
イ
タ
チ
、
テ
ン
、
ミ
ン
ク
は
と
も
に
イ

芯
円

-

・

ノ

る。

一
タ
チ
秘
の
動
拐
、
毛
の
雪
、
色
、

~一
壁

面

ィ

マ
フ
ジ
カ
シ
ン
グ
ル
1
8
P
2
日
レ

一
三

毒

害

し

て

す

ぐ

れ

て

昔

日
ヌ

臨

・

ア

ン
ズ
・
フ
ジ
ノ
Y
-
8

フ
7
イ
ン

一
号
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

泌
持
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期間，~門月句5自宅>12月31日
(当日消印有効}

・応募方法 サランラップ州20m巻)の赤い矢印

のついた〈切り取り部分〉を2枚1ロとして‘封筒に入
れてお送リ〈ださL、.2枚 l口として、数えτから抽選
いたしますので、おl人で11主に何回介かを、まとめて

お送りいただいても情いません.

・送り先〒100東京都千代図区有楽町ト1・2
旭ダウ練式会社 サランラップ・プレゼント係

・抽選方法及び当選発表 期間中、 3回(11月
30日・ 12月15日・ 12月31日)に分けて締切り、厳正に

抽i置いたしますL なお、当選発表は、景品の発送を
もって、かえさせていただきますh

@サランで編んだあゐたわし

ザ::;;，智子7a，£
20，ロ001

熔 q.，職式会結
束家:干100東京圏手代田区有議町1・ト2 TEL(回 )501-
大胆:〒日0大阪市北区堂島，長1・2・6 TEL(06)3日.3993
名古慮。52(引け副71札梶山1(261)日21掴園田2(721)1281 

(slI:量錫画撮告示しま℃
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(fzzr品円}

ポクにもママにもラクラク撮れるフジカ園田園醐盟国~園園田注目の軽士 265g 
シLグルー8す〈す〈セット.*~みんな窓欝楊纏哩盟P..，司・田富砲やきしく経いシ〉グJト8P2すくすく.写真

際標撃鰐彊醒覆Jl:l 富田贋標理
で楽以後づ円E、写して、愉快な 1 日 .l~ 正常滑探雪量~~II野必 j の li乳ぴん(プラスチフク製、ミJげが約

赤ちゃんの育児記録、ポクの夏休み1 ・D~抑・事 1 :浴入づていますH同じ、たったの 265g.

の動〈絵日記、運動会てめ家狭リレー、i 盃直語感 1 '手のひらに入る小さき
1 ・・ 4・~

Eれもこれも素敵なわが家の名場面.1 司・園陸'( 1....守のハンドバッグにも吹っぽり入品手の
ボーナスまで待たな〈てふうれい、 i 司・. ひらサイズ'.，1、きなポクり可受い手でも
55.600問で新発売 -- Eチャンt撮れますh /ぷ

，...' 
〈わしい削H 却しまれ，情に資料糊糾舶、師・氏名・特・電猛暑号令ご配入制品ー酬ださい./.... ~'み
あて先 〒1偏東京易港区西揖布2ーお旬富士写真フィルム{樟)宣伝.5-8係 /~、c.:~

続発売
フジカシ汚)~-8~
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